
家族の心体の健康と､豊かな人生
を築くための家づくり

･安心安全
･地域コミュニティ
･環境､気候風土､森林資源､信州らしさ
･地域経済､ 明るい将来

↓

地球人として
なるべく環境に負荷を少なく

↓

子や孫の代まで､豊かな信州を
バトンタッチ

↓

自ら努力して継続していく



厳しい信州の生活環境

・内陸性盆地気候 冬-10℃ 夏40℃
約50℃の温度差に対応した建築づくり

(全国的にも厳しい設計条件)

・冬場の晴天率は全国でもトップクラス
(太陽光､太陽熱利用を進めたい)

・森林資源が近い
(地域材の家づくり

木質バイオマス利用)

・環境意識が高い（過去の水害の記憶）
(信州の環境と共に暮らす)



1,環境基本性能の確保
断熱､気密､日射遮蔽､日射の導入､
蓄熱､通風､換気､自然素材

2,自然､再生可能エネルギー活用
(なるべく化石燃料に頼らない)
太陽光､太陽熱､風(卓越風)､地中熱､
水､バイオマス､温度差

3,エコライフスタイルと住まい方
集住､農地､日除けの植栽､自然通風
冬と夏の住まい方

4,地域らしさ
気候風土､文化､信州らしさ､環境

性能追求だけを目的化としない(モノとコト)



配置計画 なるべく真南に対して左右15°(計30°)以内
太陽光･太陽熱利用､庇による日射のコントロール

風を取り入れる南面に緑化(庭･植栽)微気候を活かす
敷地の状況､周囲に何が見えるか､将来の変化の予想

庇による日射のコントロール(夏は遮蔽､冬は室内取入)
南は庇でコントロール可能 東･西は庇では出来ない｡



庇による日射のコントロール(南向き窓のみ)
窓の高さの1/2の庇の出が理想

平屋の場合 2階建ての場合

庇による日射のコントロール
二階建て南面部分のベランダ
風を取り入れる外側を緑化する

東向き､南向きの窓
(庇によるコントロール出来ない)
外付けの横格子引き戸の設置
植栽カーテン､樹木(高木)等
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 昼光の利用 

(ｱ)良好な光環境を得るための建物後退距離の確保 

(ｲ)季節に応じた日射の遮蔽 ・取得を考慮した建物配置と植栽の配置 

 

 

 適切な屋外設備計画 

風向や日射、敷地周辺への支障を考慮した屋外設備スペース（ 室外機、貯湯タンク、浄化槽等）

の配置 

 

 

 

  

冬

落葉樹

夏

敷地境界線

(ｲ)季節に応じた日射の遮蔽・取得を考慮した建物配置と植栽の配置

(ｱ)良好な光環境を得るための
建物後退距離の確保

自然条件には建築の形で対応する｡(環境設計の手法)

(例)--南側に庇の無い家は､夏場には蓄熱住宅になってしまう｡
(断熱性能が高い分､今までの家より室内がヒートアップ)

敷地内緑化等で､微気候をコントロール
その場所のビューポイントを確認して暮らしに活かす



1,敷地を読む

･方位､方角､(家相も含めて) 立地条件の評価
･その場所の気候(年間気温推移､日射量､卓越風)
･ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟによる災害履歴
･長野県省エネルギー基準地域区分
･地域の気候条件とその場所が持つ立地条件を評価
･敷地が持つポテンシャルを評価(自然エネルギー)
(太陽光､太陽熱､自然風)

･敷地の状況､道路の位置､将来の変化の予想
･ビューポイントの把握 (ソウルマウンテン等)
･その他

2,配置計画

･住宅の方位(真南の左右15°以内)
･駐車スペースの位置(道路との安全 入れやすさ)
･住宅へのアプローチ
･緑化と日影 (微気候デザイン)
･家の後ろは､後ろの家の正面 の意識を持つ
家を建つことによって､まわりに迷惑をかけない
(美観､昼光の利用､視線､音､機械設備の騒音等)

･信州らしさの生み出し方を意識(地域性を形に)

3,住まいのプランニング

･家族の要望の整理 (家族の変化も予測)
･環境設計の手法によるデザイン (環境デザイン)
･まずは､固定される建築性能(建築外皮)の目標値を想定する

(後付け出来る機器はコストと相談)
･自然エネルギー利用を最大限高める
･自然エネルギーで不足する部分を高効率機器で補填
･家族の暮らしと､省エネルギー技術の選定
･総合的なライフスタイル提案と四季の暮らし方のモデル化



(環境デザインの逆説)

建築外皮性能を高くして､自由な
形態の建築として､敷地内に楽し
いスペースを生み出す｡
(生活の質の向上)

豊かな景観を室内に取り込む大
きな窓はトリプルLow-Eガラス樹
脂サッシュ等の採用により､建築
性能を下げること無く実現する｡

(リビングまで小さな窓としての
安易な性能追求は本末転倒)



通風利用1 風の取り入れ
開口部は給気側を大きく､排気側を小さく

通風利用2 窓の位置
基本的には､部屋単位で風の入り口と出口を確保
(やむを得ない場合は吹き抜け等から)

通風利用—卓越風を利用し自然換気
による空調コストの最小化
窓の配置､窓の開閉方法

(ウインドウキャッチ)
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 昼光の利用等 

(ｱ)太陽光発電設備や太陽熱利用設備を導入しやすい屋根形状の工夫 

(ｲ)季節に応じた日射の遮蔽 ・取得を考慮した庇等の設置 

(ｳ)開口部の配置と形状選定におけるプライバシーの確保（外部騒音、隣接建物の開口部

位置の考慮等）及び昼光の有効利用 

 

 

 

 

 

 

  

 

コラム: 太陽光パネルの設置方位、傾斜角と太陽光利用効率

太陽光パネルを設置する場合は、方位や傾斜角も考慮する必要があります。

北：50％

東：80％
南：100％

西：80％

30度：100％

20度：98％

水平：88％

●設置方位と太陽光利用効率
南を100％とした場合、
東、西で80％、
北では50％となります。

●屋根勾配と太陽光利用効率
30度（５寸７分）を100％とした場合、
20度（３寸５分）で98％、
水平面では88％となります。

南側吹き抜けとハイサイドライトによる明るいリビング
南側には土庇を設置し､夏の日射の遮蔽を行う｡



ゆったりとした勾配の平屋部分と､
太陽熱集熱を考慮した2階の屋根形状

伊那谷を望む家｡緩勾配の切り妻屋根の繰り返し



将来の高効率機器の取替コストも考慮

地域の山は信州の宝



まず､自然エネルギー利用を考える(信州の自然を活かす)

それでも足りない部分に高効率機器で補填

最後に再生可能エネでゼロ





ZEH基準程度の断熱材仕様(高性能グラスウールの場合)

長野県最低基準(0,5) 及び HEAT20 G2 レベルの場合



ZEH基準の設計例 UA値0,6程度 (高性能グラスウールの場合)

屋根 厚120+120 計240高性能GW24K

外壁 厚120高性能GW24K
(付加断熱無し)

基礎断熱 厚75スタイロ3種B

開口部 樹脂サッシュLow-Eペア

庇又は日除けルーバー

室内可変透湿気密シート施工

(全ての仕様で気をつける)

･屋根通気
･屋根の高温
(屋根材下の無垢野地板)

･外壁通気

結露の防止
･室内結露
･壁体内結露
･夏場の逆転結露



長野県最低基準の設計例 UA値0,5程度 (高性能グラスウールの場合)

屋根 厚120+120 計240高性能GW24K(外断熱納まり)

外壁 厚120+45高性能GW24K(付加断熱有り)

基礎断熱 厚90スタイロ3種B

開口部 樹脂サッシュLow-Eペア

庇
又は日除けルーバー

室内可変透湿気密シート施工

屋根一体形太陽熱空気集熱暖房



長野県推奨基準の設計例 UA値0,3程度 (高性能グラスウールの場合)
HEAT20 G2レベル

屋根 厚300+40 計340 吹き込みGW32K

外壁 厚120+45高性能GW24K(付加断熱有り)

基礎断熱 厚100スタイロ3種B

開口部 樹脂サッシュLow-E真空トリプル

庇又は日除けルーバー

室内可変透湿気密シート施工
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 高効率型機器の採用等 

エネルギーを消費量の多くを占める暖冷房設備、給湯設備を始めとして、換気設備、照明設備につ

いて高効率型の機器を導入するとともに、配管・配線経路や凍結防止の方法を最適化する。 

 

  

図 （ 例） LED 照明器具の省エネ性能 

 

 

図 （ 例） 給湯器の年間エネルギー使用量 

 

  

従来型ガス給湯器

自然冷媒ﾋ ﾄーﾎ゚ ﾝﾌﾟ
式電気給湯器※2

出典: 省エネ型製品情報サイト資料を基に作成。

４人家族を想定して、ガス給湯器は東京・大阪の外気温、自然冷媒ヒートポンプ式電気給湯器は盛

岡の外気温を前提として推計したエネルギー使用量を1次エネルギー換算した値。換算係数は、電気

9.76MJ/kWh、LPG50.8MJ/kgを用いた。

※1: 潜熱回収型ガス給湯器（エコジョーズ）

従来はそのまま捨てていた排気ガスに含まれる水蒸気の潜熱（水蒸気が凝縮する際に放出する熱）

を、水道水の予熱に利用することにより、熱効率を高めた給湯器です。

従来型のガス給湯器が８割程度の熱効率であるのに対し、９割程度の熱効率があるとされています。

大きさや設置に必要な場所は、従来型のガス給湯器とほぼ同じです。

※2: 自然冷媒ヒートポンプ式電気給湯器（エコキュート）

暖冷房に用いられてきた高効率熱源であるヒートポンプを、給湯器に取り入れたものです。

残り湯が多いと放熱によりエネルギー効率が低下するなど、エネルギー効率は、湯の使用量やその

増減、給水温度、外気温度の影響を受けます。導入に際しライフスタイルや気象条件を踏まえた検

討が必要です。

2 0 , 1 8 7 M J/年

1 7 , 2 8 5 M J/年 約2 5 % 省エネ

2 3 , 1 8 2 M J/年

潜熱回収型
ガス給湯器※1

約1 3 %

･生活の質(QOL)の向上に期待
･薪の供給が課題



地域の山の木で､地域の設計者､地域の工務店､地域の職人がつくる家は⇒立派な地場産業⇒地域経済の活性化⇒地球環境に貢献



 
3 4  

 できるだけ⾧く使い続ける住まいづくり・災害への備え 

 住宅の耐用性の向上 

(ｱ)耐久性の高い工法、材料等の採用 

構造躯体等について、耐久性の高い工法や材料等の採用に努める。 

 

(ｲ)将来の更新の容易性 

間仕切り、内外装材や設備等は、維持管理がしやすく、また将来の更新にも配慮したものとす

る。 

 

(ｳ)耐震性能の確保 

木造在来軸組工法については耐震壁や筋交いなどを適切に配置し、仮に大地震に遭遇した

としても、できる限り日常生活が継続できるよう、建築基準法による壁量を割り増した耐震性能

の確保に努める。 

併せて、屋根等への太陽光発電設備の設置を見据えた耐震性能の確保に配慮する。 

 

 

コラム: 大切な家を⾧く使い続けるために

住宅の耐久性を向上させるためには、構造躯体として十分な強度と耐久性を確保する
ことが重要です。建設費（イニシャルコスト）が高くても、⾧寿命の住宅を建てる方が、
ライフサイクルコストが低く、環境に対する負荷も小さくなります。

①構造躯体の耐久性の向上

・材料仕様や設計仕様の向上
・均衡のとれた構造
・適切な工法の採用等
・耐久性の高い樹種の採用

対策の例

・木材断面寸法の大型化
・仕口、補強金物等の施工品質の確保
・湿気や結露等を排除する仕様
・防水性や耐久性に優れた外壁仕上材の採用

住宅として⾧く使い続けるためには、内装や設備等の住まい方に応じて可変性や更新
性を求められる部分の修繕、交換等が必要となります。修繕、交換等に要する費用や労
力を軽減し、住宅全体のライフサイクルコストが抑えられるようにすることが重要です。

②住まい方に応じた可変性や更新性

対策の例

・修繕、交換等の必要性、頻度が高い部分を、あらかじめ明確にする。
・居住者の生活に大きな影響を与えずに修繕、交換等できるようにする。
・耐久性が十分に残っている部分を壊すなどの無駄な費用が生じないようにする。
・木造住宅は構造躯体の一部が内装の下地等になっているため、構造躯体に大き

な影響を与えずに内装等の修繕、交換等を行えるような構造計画とする。
・家族構成の変化や加齢などによる住まい方の変化を考慮し、住まい方の変化に

応じて変化させる部分と、基本的に変えない部分に分けて考える。

★結露の防止 (壁体内結露防止)

★薪ストーブの設置位置に注意

耐震性の良さそうなプランづくり
構造が見える



大開口部には
ハニカムスクリー
ン等の設置を考慮



室内結露､壁体内結露の防止
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 給湯 

潜熱回収型や自然冷媒ヒートポンプ等の高効率な機器を採用すること。 

太陽熱集熱器との連結や木質バイオマスを用いた給湯ボイラーの採用などにより、再生可能エネルギ

ーを最大限活用すること。 

 

 換気 

適切な換気計画に基づき、手法を検討すること。 

第一種換気設備を使用する場合は、全熱交換器を選択すること。 

 

 

図 全熱交換器の仕組み 

 

 照明 

LED 照明を用いること。 

室の使われ方及び採光の状況に応じて、人感センサーや調光制御が可能な設備を積極的に採用す

ること。 

 

 

図 高効率照明の目安 

 

 節水 

水栓、便器等に節水型機器を採用すること。  

約110～180

約130

約110

約100

約80

約55

約20

約10～15

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

LED

高圧ナトリウム

メタルハライド

Hf直管蛍光灯

電球型蛍光灯

水銀灯

ハロゲン電球

白熱灯

発光効率（lm/W）

高効率照明

出典: 省エネルギー手帳2018を基に作成。

全国初の木質バイオマス基準



伝統的な家の前に片流れの絶壁が････





信州健康ゼロエネ住宅の設計手法について

終わり


